
࣮ࣜࢦࢸ࢝

建物࣮ࢹタ 省エネ࣮ࣝࢠ性能 （ASBEE評価 主要࡞採用技術㸦（ASBEE準拠㸧

㻜

㻜 5㻜 㻝㻜㻜

㻽

S 㻭 㻮

+

㻮

㻙

㻯

㻸

㻝㻜㻜

5㻜 㻜㻚5

3㻚㻜 㻝㻚5 㻮EE=㻝㻚㻜

建築஦例集／୍般社団法人日本建設業連合会ࣝࣈࢼࢸスࢧ

※本஦例ࢺ࣮ࢩおよび記載内容の஧次利用ࢆ禁止しࡲす

Q「. 「. 耐用性࣭信頼性㸦免震工法、品質法劣化ᑐ策等級」㸧

Q」. 1. 生物環境の保全࡜創出㸦外構緑化、屋ୖ緑化㸧

Q」. 「. 景観への配慮㸦外壁面の分節㸧࣭ࡳ࡞ࡕࡲ

Q」. 」. 地域性࣭࢕ࢸࢽ࣓࢔への配慮㸦ࣉ࣮࢜ンスペ࣮ス㸧

LR1.1. 建物外皮の熱負荷抑制㸦品確法省エネ࣮ࣝࢠᑐ策等級4、஧㔜ࢧッࢩ㸧

LR」.「. 地域環境への配慮㸦後退距離の確保、生物多様性࡟富ࡔࢇ植栽計画㸧

A. 環境配慮࢖ࢨࢹン B. 省エネ࣭省（O「技術 （. 各種制度活用 ）. 評価技術／FB

E. ࣝ࢔ュ࣮ࢽࣜ F. 長ᑑ命化 G. 建物基本性能確保 H. 生産࣭施工࡜の連携

I. 周辺࣭地域への配慮 J. 生物多様性 K. その他

No.00-00重-「01重作成

新築

集合住宅

プラウドタワ䞊 亀戸クロス

愛でる文化の継承䞉愛でるまち

周辺環境整備 ୖ位計画㸦都࣭区㸧࣭亀戸6୎目࡙ࡕࡲくࡾ方針の尊守

本計画ࡣJR亀戸駅ࡽ࠿ᚐ歩1分࡟఩置すࡿ旧ࢧンࢺ࣮ࣜࢺࢫ跡地࡟ఫ宅

２棟࡜大型商業施設ࡢ複合開発ࠋࡿ࡞࡜東京都ࡢ総合設計制度ࡿࡼ࡟許

可ࢆ受け4ࠊ面道路࡟面すࡿ外周部ࡣ幅４ｍ以ୖࡢ歩道状空地࡜し࡚整備

しࠊ亀戸駅ࡢࡽ࠿計画地ࡢ顔ࡿ࡞࡜部分㸦࡝࠿ࡕࡲ広場㸧ࢆ整備すࠋࡿ

広࡝࠿ࡕࡲࠋࡿ࡞࡜空間ࡿ࡞࡜アプロ࣮チࡢఫ宅࣭商業ࡣ広場࡝࠿ࡕࡲ

場ࡽ࠿ఫ宅࡜商業ࡢ間ࡿ࡞࡜横丁࡜定義しࡓ空間ࢆ抜け࡜ࡿ人々ࡀ安ࡽ

࠿ࡕࡲࡣࢢンࣅࣜࡢࡕࡲࠋࡓ計画しࢆ㸧ࢢンࣅࣜࡢࡕࡲ広場㸦ࡿ憩えࡂ

ࡢࡾ࡝ࡳࢆンチ等࣋し࡚࡜広場͇ࡢ対し࡚͆静࡟広場͇ࡢ動͆ࡀ広場࡝

中࡟配しࡓ計画࡜しࠊࡓࡲࠋࡓ憩えࡿ広場࡜し࡚ࡢ日常࡟対し࡚ࢸࢫࠊ

࡜஦࡛日常ࡿ設けࢆࢫ࣮࣌ࢫࡿ対応出来ࡀ等ࢺン࣋イࡓ設置しࢆ等ࢪ࣮

非日常ࡀ共存しࡓ広場ࡼࡿ࡞࡜う計画しࠋࡓ

発注者 㔝村不動産株式会社

設計･監理 前田建設工業株式会社୍級建築士஦務所

㻹aeda 㻯orporation

施工 前田建設工業株式会社

㻼roud tower 㻷ameido cross

所在地 東京都江東区亀戸6୎目

竣工年 「0「「  年

敷地面積 重,重0」 ㎡

延床面積 重6,770㎡

構造 R（造

階数 地ୗ「階、地ୖ「5階

床空調࡛居住空間全体ࢆ快適࡟保ࠕࡘ床チャン࣮ࣂ空調ࢩスࢩ-࣒ࠖࢸス࣒ࢸ概要

集合ఫ宅࡛ࠊࡣ快適性࡟優ࢺࣝࣅࢀインさࠕࡓࢀ良質࡞設備＝床暖ᡣࠖࡀ好評࡛すࠊࡀ建物ࡢ断熱性ࡀ高ࡲっࡓ最新ఫ宅࡛

再獔可能エネࣝギ࣮利獕ࠊࡁ࡛࡟快適ࢆఫ環境ࡶ暖ᡣ熱࡛ࡢప温度ࡃ࡞ࡣ高温度࡛࡞うࡼࡢᚑ来ࠊࢀ緩和さࡀ寒さࡢ足元ࡣ

技術ࢺ࣮ࣄࠕポンプࠖࢆ使っࡓ効率的࡞空調ࡀ可能࡞࡟っ࡚࡚ࡁいࡲすࠋ

ఫࡿࢀࡲ生࡛࡜こࡿ床先行ᕤ法࡛構築すࢆム⼆重床ࢸࢫࢩࡿࢀ採用さ࡟ࡃ多ࡢ集合ఫ宅ࠊࡣムࠖࢸࢫࢩ床チャンバ࣮空調ࠕ

戸内࡛連続すࡿ஧重床空間ࢺ࣮ࣄࠊࢆポンプ空調ࡢ給気経路࡟利用すࡿ新構造ࡢఫ戸センࣝࣛࢺ式空調ࢸࢫࢩム࡛すࠋ空調

や不ࡽࡴୗ温度ୖࠊࡀ新しい空調計画ࡿ調和させࢆ床面輻射ࠖ࡜気流ࠕࡓ融合させ࡜建築ࠊ最適配置しࠊ部分໬ࢆムࢸࢫࢩ

快࡞気流ࡀ少࡞い自然࡞心地ࡼさ࡛ఫࡲい全体ࢆ包࡜ࡴ共ࢨࢹࠊ࡟イン性ࡶ࡟環境性ࡶ࡟優ࡿࢀ集合ఫ宅ࢆ提供しࡲすࠋ

1.」

40

54

外観࣮ࣃス

生物多様性࡟富ࣛࡔࢇンࢻスケ࣮ࣉ計画

植栽計画ࡣ周辺ࡢ緑道公園ࠊ敷地南側ࡢ竪川河川公園ࠊ堅川第஧公園࡜いっࡓ周辺ࡢ公園ࠊ

緑ࡢ環境ࡢ࡜緑ࡢ連携ࢆ含ࡓࡵ生物多様性࡟配慮しࡓ植栽計画ࢆし࡚いࠋࡿ

生物多様性ࢆ生ࡴ目的࡜し࡚ࠕ誘蝶樹木ࠖࠕ誘鳥樹木ࠖ࡜し࡚主࡟ୗ記ࡢ植栽ࢆ南側広場࡟

計画し周辺ࡢ緑環境࡜絡ࡓࡵ生物多様࡟富ࣛࡔࢇン࣮ࢣࢫࢻプ計画࡜しࠋࡓ

໭側広場

商業棟

住宅棟

ἄὊἚタワὊ

住宅棟

ἨἻỶἚタワὊ

ἯἃッἚパὊἁ

街ỉἯἃッἚパὊἁểễụẆ小休憩場を提供ẴỦẇ

車Ể来Ủ来場者ỆỊ顔ểễỦ場所ỂあụẆ

視認性を高ỜỦἉンἮἼッἁễ樹木ểỴὊἚỂ設えỦẇ

ἂἼὊンἩロἲἜὊἛ

並木ể壁面緑化Ệợụ緑化率ỉ高いἧỳサὊἛểẲẆɟ年を

通Ẳề街ỉ潤いểễỦ常緑樹ỆợỦ並木道を計画ẇ小学生

ỉ通学路Ệờ指定さủ安全Ệ歩行ỂẨỦ空間ểẲề設えỦẇ

まễびỉ小道

植物観察散策路を計画ẲẆ小学校ể

連携ẲẺ環境教育ỉ場ểẲề設えỦẇ

まẼỉἼἥンἂ

日常ẻけỂễくẆ非日常的ễ使い方ờ可能ể

ễỦợう小ἋテὊἊを計画ẲẺẇ伸びやẦễ

ἂἼὊンἋἬὊἋỂ利用者ỉ憩いỉ場ểễụẆ

ỶἫンἚỆờ対応ẲẺ広場ểẲề設えỦẇ

ấấやỈ広場

住棟間ỉἦロテỵỂ

雨を気ỆẴỦ事ễく利用出来Ủ空間ể

ẲềἫンチ等を設えỦẇ

ἨἽὊἱンἂἩロἲἜὊἛ

対面ỉ亀戸緑道公園ỉサἁἻ並木ể合わẶềẆ

花を長く楽ẲỜỦ歩道ểẴỦẺỜẆ開花時期をẵ

ỤẲẺ花木を選定ẲẆ彩ụをɟ年通Ẳề感ẳỦ花木

ỉ並木ểẲề設えỦẇ

まẼẦỄ広場

住宅ể店舗ỉ谷ί横ɠὉἋἚἼὊἚὸを印象的Ệ演出Ẵ

ỦἉンἩἽỂἋタỶἼッἉュễἻンἛἋἃὊἩ空間ẇ

入口Ểỉ小ỶἫンἚを可能ỆẲễầỤờ待Ẽ合わẶ

ἋἯッἚểẲề設えỦẇ

ἂἼὊンἧỳサὊἛ

並木ể壁面緑化ỆợụẆ大通ụỆἧỳサὊἛ

を演出ẴỦẇ舗装パタὊンỊ江戸切子ỉ

矢来を用いề華やẦễ空間ểẲề設えỦẇ

横ɠ

実験住宅࡟よࡿ実測及び被験者࢔ンケ࣮ࢺ結果

床チャンバ࣮空調ࢆ前田建設ᕤ業旧技術研究ᡤࢆ利用し࡚実験ఫ宅ࢆ施ᕤしࠊ技術開発ࢆ通し࡚ࠊ建築࣭設備ࡢ構造࣭制御

ࡿ環境࡛あࡿࢀ優࡟快適性࡟ࡶ࡜冷暖ᡣࠊっ࡚ࡼ࡟調査等ࢺ࣮ࢣ被験者アンࠊ実測ࡢ温熱環境ࠋࡓしࡲ確立しࢆ設計仕様ࡢ

こࡀ࡜確認し࡚いࡲすࠋ

床チャンバ࣮空調ࡢ床表⾯温度ࡣ室温＋「℃࡛ୖୗ温度差ࡀ少࡞

い優ࡓࢀ暖ᡣ環境࡛す。図右)ࠋᚑ来型エアコン࡛ୖࠊࡣୗ温度差

ࠋ(図ᕥ。ࢇせࡲࡁ満足࡛ࢆ以ୗࠖ℃「ࠕ推奨値ࡢISO࡜℃4ࡀ

空気式ࡢ輻射冷ᡣࠊࡣ自然࡞涼しさ࡛床面࡛ࡢ夏型結露ࡢ懸念ࡣ

あࡲࡾせࢇ。図ᕥ)ࠋ気流感ࡀ少0.1。ࡃ࡞m/上以ୗ)ࠊ全身快適感࡟

優ࡢ࡜ࡿࢀ被験者評価ࡀ得ࡲࢀࡽしࡓ。図右)ࠋ

B+ࣛンࢡ

BEE=1.」


